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【論文内容の要旨】 

本論文は、数詞と切り離して「独立して用いることができる」「名詞と同じ形態」の助数詞を「名詞型助数詞」

と呼び、それらを主に新聞コーパスを利用した大量調査によって収集・整理し、その用法や特徴を明らかにしよ

うとしたものである。論文の本体は、序章、本論６章、終章から構成され、他に参考文献を付する。全体の分量

は、Ａ４判 122 頁、400 字詰め原稿用紙換算約 450 枚である。以下、本論文の構成に従ってその要旨を記す。 

序章では、従来の助数詞研究を概観した上で、本論文の目的を、本来の助数詞体系に変化を及ぼす可能性のあ

る名詞型助数詞の語例を収集し、現在どのような名詞が助数詞として用いられるかを整理した上で、それらがど

のような用法や役割を担うために助数詞体系に取り入れられているのかを考察し、助数詞として用いられる名詞

の様相を明らかにすること、と定める。 

第１章では、新聞一年分のコーパスから 378種の名詞型助数詞を抽出し、これらを「可付番性の有無」（前接す

る数に制限があるかないか）という独自の観点から、「１ページ、２ページ、……」などと数を積み上げて数えら

れる「準助数詞」と、「１閣僚、２閣僚、……」などとは数えられない＝数を自由に入れ替えられない「擬似助数

詞」とに分類した。また、これらは意味分野において、準助数詞が「抽象的な事柄を表す名詞」に多く、擬似助

数詞が「人物や機関など具体性の高い名詞」に多いという相補的な分布をなすことを明らかにした。 

第２章では、準助数詞と擬似助数詞とで結びつく数詞のバリエーションに差があることを、戦後 60年分の通時

的な新聞コーパスを用いた調査によって確認した。準助数詞には時代が下るに従って数詞の異なりが増えるもの

が明らかに多いが、擬似助数詞にはそうした数詞の増加傾向を示すものは少ないこと、ただし、準助数詞は当初

から可付番性を獲得している可能性が高く、名詞から擬似助数詞を経て準助数詞となるような移行関係にある可

能性は低いことを述べた。 

第３章では、構文的な観点から準助数詞と擬似助数詞の特徴を検討すべく、数量詞構文の型となる「定番四形

式」に沿って名詞型助数詞の構文を調査し、これらがＮＱＣ型、ＮノＱＣ型に多く現れ、特に擬似助数詞はこの

形式に限って顕著に現れることを明らかにした。また、このことから、典型的な助数詞が貧弱である範囲をカバ

ーする準助数詞に対し、擬似助数詞の利点は「先行詞の数量だけでなく、それらがどのような属性であるかとい

うカテゴリーをまとめて同時に示す」ところにあることを示した。 



第４章では、擬似助数詞の成立条件を検討すべく、擬似助数詞の用法における数と名詞の結びつきの制限につ

いて調査を行った。その結果、擬似助数詞になりやすいものには、職業や役割を表す名詞、漢語や文章語的な名

詞などが挙げられた。これに対して、和語や複合語、特定読みができない名詞などは擬似助数詞になりにくいこ

とを指摘した。 

第５・６章は、個別の準助数詞である「セット」に焦点をあて、用法を記述した。第５章では、複数の資料を

用いて、類義の準助数詞である「組」との比較から、「セット」の用法について論じた。「セット」は「組」と同

様、集合物を数える助数詞であるが、その集合を構成する個体どうしが〈役割〉という抽象的な結びつきをもつ

ために、個体の形状の大小や有無を問わず、自由な用法を獲得することができる可能性を示した。 

第６章では、「セット」が助数詞として使われ始めた時期について通時的に検討し、物を組み合わせて売る「セ

ット」という概念が“常識”として浸透した 1960 年前後からすでに大きな数字と結びつく例が見られることから、

「セット」が名詞からただちに準助数詞として派生・使用されたものと推定し、名詞が助数詞体系に取り入れら

れる際には、擬似助数詞を経ることなく準助数詞として用いられる可能性が高いことを改めて提示した。 

終章では、各章のまとめと、今後の課題について述べた。 

【論文審査の結果の要旨】 

従来の助数詞研究においては、「-個」「-枚」「-冊」など、数詞と切り離した時に「独立して用いることができ

ない」典型的な助数詞（狭義の助数詞）に関心が注がれ、「世帯」「株」など、数詞と切り離して「独立して用い

ることができる」助数詞は、割合としては前者より多いとされるものの、典型的なものを含まないために、研究

の対象とされることが少なかった。本論文の最大の功績は、この従来注目されることの少なかった「名詞型助数

詞」に光を当て、それらを「可付番性の有無」という独自の観点によって分類し、「準助数詞」と「擬似助数詞」

という新しい語類を発見・提示したところにある。この分類が適切であること、すなわち、準助数詞と擬似助数

詞という語類（の区別）が明らかに存在することは、意味分野における両者の分布が相補的であるという語彙論

的な分析、結びつく数詞のバリエーションとその増加傾向において両者に明らかな差があるという通時的な分析、

数量詞構文の「定番四形式」の成立可能性において両者に明らかな違いが認められるという文法的な分析によっ

て多角的に検証されており、さらに、いずれの分析も各種コーパスを用いた大規模な計量調査によって結論の精

度・信頼性が高められており、十分な説得力を持つものである。名詞型助数詞が準助数詞と擬似助数詞とに分か

れるとする本論文の主張は、今後の助数詞研究において常に参照される知見となることが見込まれる。 

ただし、本論文には、克服すべき課題も残されている。それは、本論文の最も重要な概念である「可付番性」

の内実が不明なことである。本論文では、可付番性を「数を積み上げて数えられるか」あるいは「『何～』と言え

るか」といった現象としてとらえ、もっぱら準助数詞か擬似助数詞かを判別するテストフレームとして使うにと

どまっている。上述した両者の語彙論的・文法論的な差異も、恐らく可付番性のもたらす現象であって可付番性

そのものではない。可付番性を「積み上げて数えられること」ではなく、「積み上げて数えることを可能にする性

質」ととらえ、その内実を解明していくことが必要であろう。それにより、準助数詞と擬似助数詞との違いをよ

り本質的に把握し、さらには、本来の助数詞や、擬似助数詞にもならない多くの名詞との違いも追究できるので

はないか。名詞型助数詞の研究は、可付番性を鍵として、助数詞論から名詞論へと展開していく余地がある。 

とはいえ、本論文が、上述したように、名詞型助数詞の研究に重要な新知見を加えたことは明らかであり、上

の課題も今後の研究の方向性を示すものでこそあれ、その価値を損なうというものではない。よって、本論文を

博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


